
調査概要

１　目的

２　調査対象

（１）医療的ケア児に関する実態調査

①調査方法等

②主な調査項目

３　調査対象数（回収結果）

調査票 配布数 有効 回答数 回収率

40 40 100.0%

22 22 100.0%

62 62 100.0%

４　調査方法

郵送による配布、郵送又はオンラインによる回収

５　調査時期

（１）医療的ケア児に関する実態調査 令和６年10月

　県では、青森県障害者自立支援協議会医療的ケア児支援体制検討部会において、 医療的ケア児を支援するための
取組みを検討しています。
　本調査では、医療的ケア児に関する実態調査を実施し、県及び市町村において今後の医療的ケア児支援に関する施
策検討のための基礎資料とするものです。

・市町村を対象に、令和6年9月1日現在で市町村に居住している在宅の者のうち、日常的に医療的ケアの必要な18歳
　未満 （令和6年4月1日現在）の者の医療的ケア等の状況について調査しました。
・特別支援学校を対象に、日常的に医療的ケアを必要とする18歳未満（令和6年4月1日現在）の者の医療的ケア等の状
況について調査しました。

市町村

・市町村を対象に年齢、性別、居住市町村、医療的ケアの状況、ニーズの把握・対応方法、相談支援体系、医療的ケア
児コーディネーターの設置、自立支援協議会について、受け入れ実施事業所、障害者手帳の状況避難行動要支援者
名簿への登載状況　、等
・特別支援学校を対象に年齢、性別、通学区分・交通手段、居住市町村、校内での医療的ケアの状況

（１）医療的ケア児に関する実態調査 特別支援学校

計

調査区分 調査対象



６　調査結果

（１）医療的ケア児に関する実態調査

ア　日常的に医療的ケアを必要とする者（令和６年４月１日現在で１８歳未満の者）の状況（基準月：令和６年９月１日）

　①　人数

154

　②　性別

項目 回答数 割合

男性 86 55.8%

女性 68 44.2%

計 154 100.0%

　③　年齢別人数 ④　市町村別人数

項目 人数 割合 項目 人数 割合 項目 人数 割合

０～３歳 38 24.7% 就学前 70人 45.5% 青森市 37 24.0%

４～６歳 32 20.8% 小学生 55人 35.7% 八戸市 32 20.8%

７～１２歳 55 35.7% 中学生 20人 13.0% 弘前市 22 14.3%

１３～１５歳 20 13.0% 高校生 9人 5.8% 平川市 11 7.1%

１６～１７歳 9 5.8% 計 154人 100.0% 五所川原市 7 4.5%

計 154 100.0% 十和田市 7 4.5%

三沢市 6 3.9%

むつ市 6 3.9%

おいらせ町

六戸町

南部町

大鰐町

六ヶ所村

五戸町

階上町

黒石市

つがる市

平内町

鰺ヶ沢町

鶴田町

野辺地町

七戸町

⑤　圏域別人数 計 154

項目 人数 割合

青森 38人 24.7%

津軽 36人 23.4%

八戸 44人 28.6%

西北五 10人 6.5%

上十三 20人 13.0%

下北 6人 3.9%

計 154人 100.0% ⑦　災害時個別避難計画の作成

作成 人数 割合

⑥　市郡別人数 済 21 13.6%

市郡 人数 割合 未 107 69.5%

市部 130 84.4% 無回答 26 16.9%

町村部 24 15.6% 計 154 100.0%

計 154 100.0% ※市町村が把握している医ケア児　

令和６年９月１日現在の在宅の医療的ケア児数

26 16.9%
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